
亜　　　　　　　　　　　　　　東北農業研究　第9号

水田多年生雑草「ミズガヤツリ」の防除について

後藤清三・大沼　　済・豊川　　順

（山形県農試）

1．ま　え　が　き

ミズガヤツリは．カヤツリグサ科に属し．主に越冬（

塊茎）によって繁殖する多年生雑草である。従来は睦畔

や路満などに多く発生がみられたが，近年ロータリー桝

などの耕転機のめざましい普及にともなって．発生源で

ある越冬芽が，耕転作業によって切断されて水田内に投

入した雑草である。

また，最近は，除草剤の著しい開発と普及によって，

機械や手取除草が省力化されるようになったが，初期除

草剤に対しては抵抗性が強いことから．発生をさらに助

長している惧向がうかがわれ，最近は特に県内各地にお

いて．多年生のヒルムシロなどとともに，その旺盛な繁

殖力によって．発生面東が著しく増加している強書雑草

の一つである。

ミズガヤツリの防除法については．昭和39年度除草剤

の稲刈取跡秋季処理などについて検討したが．処理当時

すでに越冬芽が形成されており効果的でなかったので，

昭和40年度においてその生態を明らかにするとともに．

第1表　　試　験

水稲生育期除草剤処理による効果および水稲生育収量に

およぼす影響などを検討した試験結果について報告す

る。

2．試　験　方　法

1．供託品種：ササシグレ

2．供試圃場：

例年ミズガヤツリの発生の多い場内圃場を供試した

が．さらに発生の均一化をはかるため，整地後㌶当り10

個体の塊茎を挿秩した。なお育苗は4月8日播ビニール

畑苗を用い，田植は5月20日据当り18．2株1株2本椎と

した。

3．供託条件：（第1表のとおり）

3．試　験　結　果

1．ミズガヤツリの生態について

ミズガヤツリの越冬芽（塊茎）は，4月上～中旬地中

にあって萌芽を始める。発生は，耕起整地などの時期

によって異なるが，移植水田の場合は．5月下旬に始ま

り6月上旬頃が盛期となる。発生した主茎の葉数が3～

区　の　構　成

注．1．表中数字は．α当り成分量タを示す。

2．処理方法，PCP，PAM粒剤は湛水手まき，DCPA，MCPは，完全準水して，a当り72の水にと

かし，全面加圧散布，一昼夜後準水とした。
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第2表　ミズガヤツリの主な生育時期

旬

4枚になると，茎の基部から地下茎（地下走出枝）を発

生し，地中に伸びその先端に新しい株を形成し，盛んに

増殖する。増殖の回数は，水稲立毛中の場合おおよそ3

回程度行なわれるようであるが，7月下旬には密生状態

になる。開花は8月下旬から9月下旬にかけて行なわ

れ，開花と併行して株の基部より斜め下方に伸びる根茎

が生じて，その途中および先端部に塊茎を形成し肥大は

9月下旬より10月上旬にかけて完了する。塊茎は耕土全

層に分布貯蔵組織となって翌春の発生源となる。地上の

茎隻は，10月上旬頃より，気温の降下とともに枯死する。

なお無処理区における塊茎の㌶当り形成数は，127個

体で萌芽茎を含めると606個体が確認されきわめて繁殖
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第1図　ミズガヤツリ・マツバイの防除効果（刈取時）

力が旺盛である。

2．ミズガヤツリの防除効果について

第1図に示すように，ミズガヤツリの防除効果は，い

ずれの除草剤においても認められるが，除草剤間では，

ホルモン型MCP液剤が最も高く，次で機械＋PAM粒

剤，DCPA＋MCP混合剤，DCPA乳剤の順で，接

触型DCPA単剤では．処理当時某先だけを枯死させる

のに止まり再発生が認められた。また，DCPA＋MC

P混合処理では，作用性の異なる混合による化学的反応

によるのか明らかでないが，むしろ効果を低下させる憶

向が認められた。

次に処理時期別効果をみると．いずれの除草剤におい

ても・中期処理が最も効果が大きく，次で早期が高く後期

はMCPだけであるが劣る傾向がある。このことは，ミ

ズガヤツリの生育時期と関係が大きく，早期において

は，発生間もないため，越冬芽（塊茎）の貯蔵養分が残

存しているので，茎葉だけを枯死させても一時的効果だ

けで，完全枯死にはいたらず再発生し易いため，除草剤

としては，ホルモソ型で移行的作用性の強いMCPや，

機械除草後処理，PAMなどが比較的効果的であるのに

反し，DCPAではその作用性の違いのため劣ったもの

と考えられる。この点生育中期においては，Ⅰ次増殖がほ

ぼ完了しミズガヤツリの生育もあまり大きくなく，最も

抵抗性が弱い時期に相当するため．いずれの除草剤（MC

P，DCPAともに）も効果が大きいが，後期になる

と，Ⅱ次増殖期に入り，主茎および1次増殖期に発生し

た茎葉が充実する時期に相当しており，除草期に対する

抵抗性も著しく増す時期であるため，MCP　6g処理

でもあまり効果的でなかったものと推察される。

なおミズガヤツリの越冬芽の形状は，茎葉数の残存と

関係がみられるが，残存茎葉数が少ない場合は，越冬芽

の形成が全くなかった。

3．マツバイの防除効果について

前記処理条件のため，ミズガヤツリとともにマツパイ

に対する効果も疏著で特に中期MCP，早期機械＋PA

Mの効果が大きい。しかし．DCPAおよびDCPA＋

MCP混用処理や，後期MCPでは劣る結果を示してお

り，マツパイ防除の場合もミズガヤツリと平行的に同時

防除が可能となることが明らかにされた。

4．水相生育収量におよぼす影響について

第3表に示すように，処理後の水稲生育は除草前によ

ってことなる。すなわちDCPAは，早期・中期ともに

影響は認められない。ついでDCPA十MCP混用処理

が小さい。
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第3表　生　育　お　よ　び　収　量

しかし，MCPは，早期処理によって草丈・茎数の抑制

が大きく，一部ロール業の発生を認めたが，6月下旬以

降急速に回復し成熟期の梓長・穂長・穂数ともに優る僚

向がみられ後期までの影響は認められない。また中期処

理においては，草丈の一時抑制は，早期同様やや大きい

が，茎数抑制は認められなく，最も影響が少ない時期で

ある。しかし後期処理においては．草丈の伸長抑制と下

兼枯れがみられ，さらに，除草効果が劣ったことなどが

関係して，茎数の無効化が多く．梓長・穂長ともに劣っ

た。

出穂期は生育的に影響の少なかったDCPAおよび後

期MCP処理はやや早まる傾向がみられるが，初期茎数

抑制の影響が認められた早期MCP処理はやや遅延傾向

がみられ．成熟期もやや遅延した。

収量は，標準に較ぺ梓長・穂長などに影響が認められ

た。後期MCP処理がやや減収となったがその他はいず

れも除草効果の発現によって増収僚向が認められた。

除草期間では，中期DCPA＋MCP混用処理が最も

高く．ついで中期MCPであったが，これの傾向はいず

れもミズガヤツリおよびマツパイの防除効果と関係が大

きく．効果の高い場合ほと収量が高まる憤向がある。

なお．無処理における収量は，ミズガヤツリの多発生

によって後期水相生育が著しく阻害され特に穂数の減少

が大きく影響したため．標準に比べ27％と完全防除に近

い中期MCPに比べ∬％の減収を示し，雑草書のきわめ

て大きいことが明らかにされた。

4．考　　　　　察

1．ミズガヤツリの水稲生育期除草剤処理による防除効

果は．時期を問わずMCP処理が最も効果的であり．適

期使榊こよって，ミズガヤツリとともに，マツバイ防除

についても実用性が高いことが明らかにされた。

2．ミズガヤツリの生態からみた防除適期は，越冬芽（

塊茎）から発生した主茎より，新たに地下走出枝が伸長

して地上茎のⅠ次増値がほぼ完了した頃が毅も効果的で

ある。

時期的には，水稲の有効茎数の確保される6月下旬ご

ろに相当しており．水稲生育収量においても影響が少な

くなる時期である。

3．以上のように，水稲生育期MCP処理によって，ミ

ズガヤツリの防除が可能であることが明らかにされた

が，MCP処理の場合は，田面を完全に落水して，加圧

処理を行なうことなどに問題があるので，最も簡単な処

理方法などをあわせて検討する必要があるものと考えら

れる。


